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 1997 年教養審第 1 次答申「新たな時代に向けた教員養成の改善方策について」は、「教員に求
められる資質能力」を「いつの時代にも求められる資質能力」と「今後特に教員に求められる具
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図 1 「熟達化」 の  （出典：石井 2014：24頁） 
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3 この背景には、日本教育学会第 57回大会（1998年、香川大学）部会における TEESの共同研究と山
﨑準二氏らによる教師のライフコースに関する共同研究との間での議論があった（岩田 2001：67頁）。 
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